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ポイント１

チェック 1

チェック 2

13 受動態（受け身形）

1 受動態は〈be動詞＋過去分詞〉で表します。

2  受動態は受け身形とも呼ばれ、「〜される」「〜された」という意味を表し、動作を受ける人・ものを主
語にした文に使われます。動作をする人・ものを表すときには、〈by＋動作をする人・もの〉をつけます。

 lEveryone likes this song.

 lThis song is liked by everyone.（この歌はみんなに好かれています）

1 受動態の疑問文は、be動詞を主語の前に出します。
 lWas The baby was saved by that young man.
 lWas the baby saved by that young man?（赤ちゃんはあの青年に助けられましたか）

2 受動態の否定文は、be動詞のあとにnotを置きます。
 lThis computer is used by Ken.
 lThis computer isn’t [is not] used by Ken.（このコンピュータは健に使われません）

次の　　　　　にam、are、is、was、wereから適当な語を選び、書きましょう。

次の文を疑問文、否定文に書きかえるとき、　　　　　に適当な語を書きましょう。

(1) I 　　　　　　 liked by many friends now.

(2) That computer 　　　　　　　　　 used by Kumi this morning.

(3) Those pictures 　　　　　　　　　 painted by Ken two years ago.

(4) They 　　　　　　　　　 helped by Mary yesterday.

(5) English 　　　　　　 spoken by many people.

(1) This letter was written by Yumi.

 〔疑問文〕　　　　　　　 this letter 　　　　　　　　　　 by Yumi?

 〔否定文〕This letter 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 by Yumi.

(2) These pictures were taken by Ken.

 〔疑問文〕　　　　　　　　 these pictures 　　　　　　　　　　 by Ken?

 〔否定文〕These pictures 　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 by Ken.
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